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1 はじめに
子どもの音に対する興味は聴覚が形成される
胎児期までさかのぼる。胎内の中では外界の音
や母親の声を聞いているということが科学的な解
明によって分かっており、子どもの音楽体験をする
はじまりともいえる。胎内を出ると月齢を重ねるごと
に、生得的な音への反応から、自身の気持ちや
音の響きの美しさを求める反応へと変化していく。
そうして、子どもの中で音や音楽は遊びの1つ、つ
まり自己表現の手段となり、音楽表現の基礎が形
成されていく。しかし、子どもを取り巻く日常生活
の環境の変化から子どもの音に対する認識力の
低下についての指摘もあり、幼児を取り巻く環境
が音を感受する力と関連しているのではないかと
の示唆もある。（吉永2014）こういった子どもの音
への意識や、音に対する感受を育むことについて
幼稚園教育要領（文部科学省2008）では、身の
まわりの音への意識から音楽表現へとつなげてい
くことが求められている。さらに、小学校学習指導
要領（文部科学省2008）の音楽科の第1学年及
び第2学年の目標に「楽しく音楽にかかわり、音楽
に対する興味・関心をもち、音楽経験を生かして―
（略）―」と明記してある。冒頭に述べたような子
どもの音楽的発達段階において音を意識するこ
とは成長過程の1つであるとともに、音楽教育にお
いても、音への興味関心が音楽活動へとつながっ
ていく重要な位置づけであるといえる。
そこで本研究では音への興味関心を育むこと
のできる教材として、「音の絵本」を取り上げること
とする。この「音の絵本」は絵本の読み聞かせに
あわせながら、絵本の場面をイメー ジした音楽や
音を演奏するものである。一般的には「音楽絵本」
「音楽の絵本」などと呼ぶこともあるが、本研究で
は「音の絵本」と定義する。この「音の絵本」は
図1のように視覚的要素と物語、そして表現される
音の3つが融合しながら展開していく。
「音の絵本」を作り手側の視点から考えると、視
覚的要素からイメー ジして音楽を創作する“音楽
づくり”であり、創造的音楽学習につながる。作り
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手側が、絵や物語から喚起された自分のイメー ジ
をどのように音楽表現へと工夫していくのか、こういっ
た主体的な音楽への関わりによって、音楽表現が
育まれていく。この一連の音楽活動の根底には音
への興味関心と探究心がある。一方で、「音の絵
本」を見る、あるいは聴く受け取り手側は、どのよう
な音への興味関心が育まれるのだろうか。前者
の作り手側への有効性や、音楽と絵との関連性
については研究対象として取り上げられる機会は
多いが、表現の受け取り手側の意識の変化も重
要であり、「音の絵本」を教材として示唆し活用し
ていくためには、欠けてはならない視点である。本
研究では、作り手側の音楽的な工夫での分析を
含め、受け手側にどのような音への意識の変化を
もたらすのか、事例分析を通して「音の絵本」に
ついて考え教材としての可能性や効果について
探求していきたい。
以上を踏まえ、本研究では「音の絵本」の創作
活動から本学にある絵本図書館おはなしレストラ
ンライブラリー での地域実践発表を通して音への
興味関心を探っていくことを目的とする。実践事例
では、2014年度本学保育学科の授業「音楽Ⅱ
B」において行われた内容を取り上げる。
2 音楽教材「音の絵本」の創作活動
1）活動の概要
「音の絵本」の創作活動は、2014年度の本学
保育学科2年生の後期授業「音楽ⅡB」における
教材研究の1つとして実施した。受講生は8名（男
子学生2名・女子学生6名）で、個々の音楽的能
力のバランスを考慮して2グル プーに分け（1グルー
プ4名）、活動を以下の表1に示したように創作活
動から実践発表の振り返りを行った。
表1　「音の絵本」への取り組み
内容
1 「音の絵本」の実演
2 題材研究―作品の選択及び決定
3 創作活動
4 創作活動―中間発表
5 創作活動
6 実践発表
7 実践発表の振り返り
まず「音の絵本」の創作活動に入る前に学生に
「音の絵本」のイメー ジを持ってもらうよう、教員か
ら聴取型と参加型の2種類の「音の絵本」の模
擬発表を行った。
次に教員の模擬発表を聞いた上でそれぞれの
グル プーでの題材決定と研究を行う。各グル プー
候補にあがった作品は8作品であったが、物語の
長さや音楽で描写しやすいもの、あるいは音の効
果音に頼り過ぎないかなど、音楽と絵本の融合を
意識した視点でグル プー内で意見を出し合った
結果、Aグル プーは『どうする　どうする　あなの
なか』（きむらゆういち作　高畠純絵／福音館書
店）とBグル プーは『すてきなさんにんぐみ』（トミー ・
アンゲラー作・絵／偕成社）で、音の絵本の創作
活動に移った。
2）各グル プーの「音の絵本」創作の特徴
学生たちは、グル プー内で物語のどのような場
面に音があったほうがいいか、イメー ジする音や
音楽はどんなものなのかなど話し合いながら、実際
に音を出し創作を進めていった。以下の表2、表
3に、各グル プーの創作した音の絵本の特徴を「編
成」「実演時間」「特徴的な音楽表現」の3項目に
まとめる。
視覚的要素 
（絵） 
物語 
音・音楽 
音の絵本 
図1　「音の絵本」のイメー ジ
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表2　Aグル プーの音の絵本の特徴のまとめ
題材 どうする　どうする　あなのなか 実演時間 約10分
編成
語り手、ピアノ、木魚、トライアングル、スライドホイッスル、鍵盤リコー ダー （SUZUKI　andes25F）、レインスティック
※語り手1名を除く3名で楽器を分担
特徴的な
音楽表現
・鍵盤リコー ダー （図2-1）、スライドホイッスルで、笛の軽さや柔らかさを活かしたメロディや効果音を加えている。この笛の音色が
作品のベ スーとなっており、間の抜けた面白さをかもし出している。
・レインスティック（図2-2）を使って水が穴の中に入ってきた表現を演出（図2-3）。
・登場人物たちのアイデアが閃く箇所がいくつかあり、木魚とトライングルを使ったリズム打ち（図2-4）をすることで、場面の展開を
意識させる。
・全体的に、持続性の感じられるリズム形態と無調のような空虚な響きの和音を使い、場面の感情を聞き手に喚起させないよう
に工夫をしている。
木魚 
↑トライアングル 
図2-1　グル プーAの使用楽器（1）―
鍵盤リコーダ （ーSUZUKI　andes25F）
※リコーダーの音色よりも音に安定感はなく、おもちゃ笛の
ように雑音が入り混じっているが特徴的な音色が出せる。
図2-3　レインスティックを使用している様子
　　　　　  （グル プーA）
図2-2　グル プーAの使用楽器（2）―
　　　　　　   レインスティック
※木の筒の内側には細い棒状のものが無数に付けてあり、
筒の中に入っている砂や土などがあたり雨音のように聴
こえる。筒の傾け具合によって、筒の中の砂の動く速度
が変わり、音に変化をもたらす。
図2-4　登場人物のアイデアが閃くリズムパタ ンー
  ※「音の絵本」時では計4回登場する
表3　Bグル プーの音の絵本の特徴のまとめ
題材 すてきな三にんぐみ 実演時間 約8分
編成
語り手、ピアノ、ロリポップドラム、チャフチャス、ビブラスラップ、スレイベル、木魚、トライアングル、タンバリン、ハンドベル、カバサ※語
り手1名を除く3名で楽器を分担
特徴的な
音楽表現
・物語に登場する道具にそれぞれ楽器を割り当て（図2-5）、音のイメー ジを固定化させた。その後の道具が出てくるペ ジーにも楽
器を登場させている。
・ピアノによるメロディ、和音の展開が多様されており、同じメロディでも音域が違うことで場面の変化を表現している（図2-6）。
・最後のページをめくる箇所にピアノのグリッサンド奏法を加え、視覚と聴覚の相乗効果で音の絵本の世界の演出をしている。
図2-5　すてきな三にんぐみの持っている
道具に対応させた楽器
（左）チャフチャス―「こしょう・ふきつけ」
（右）ロリポップドラム―「まっかなおおまさかり」
図2-6　行列時に奏でたメロディ
※これを別場面では4オクター ブ上げて演奏し、
伴奏と打楽器演奏も加えにぎやかさを表現
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3 実践発表	 ―「おはなしレストラン」―
1）実践発表の概要
地域実践でのねらいは、学生の実践的研究の
深化と、子どもたちの音の興味関心を育む環境を
設けること、そして地域の子育て支援の3点である。
これらを達成できる環境として、本学にある絵本
図書館“おはなしレストランライブラリー ”において
行われている学生たちによる読み聞かせ活動「お
はなしレストラン」（以下、おはレス）のプログラムに
組み入れてもらった。
各グル プーの発表と参加者の状況は以下の通
りである。
　【Aグル プー】
　日程：平成27年1月25日（日）
　参加人数：24名
　　　（大人11名・子ども13名）
　【Bグル プー】
　日程：平成27年2月1日（日）
　参加人数：51名
　　　（大人20名・子ども31名）
各グル プーとも、「音の絵本」発表の前後にお
はレスの学生による読み聞かせや手遊びが入っ
た構成で進められた。
上記の内容について、ビデオ撮影、写真撮影、
参加者へのアンケ トー調査を行い活動内容につ
いて記録及び分析したものを以下にまとめる。
2）Aグル プーの実践記録（1月25日）
―始まる前
来館した子どもや保護者たちは、いつもない楽
器が置いてあることに気づき興味を持ち始めてい
た。楽器が鳴る前から楽器を指さす姿もみられた。
―「音の絵本」時
冒頭の「はじまるよ　はじまるよ」のフレーズが
ピアノで弾かれると、身体を揺らす保護者や子ども
たちもピアノの方を向き、学生が楽器を持ち替える
と、その楽器に対しても注目をした。一方で、読み
手が話しを始めると絵本に集中し始めた。
物語が展開していく中で図2-4のリズムがなると、
保護者からくすっとした笑いが聞こえ膝に抱えてい
た子どもや隣にいた子どもにその面白さを共有す
る姿が見られた。
レインスティックを学生が動かし音を鳴らし始め
ると、音の鳴る様子を子どもが見ようと立ったり、
楽器に近づいて注目する子どももいた。場面が進
み、レインスティックの動きを激しくすると、楽器を指
差す子どもも見られた。その後、鍵盤リコー ダー で
リズムを奏でると、音の不思議さに子どもだけでは
なく保護者も楽器を見て関心を寄せた（図3-1）。
3）Bグル プーの実践記録（2月1日）
―始まる前
発表の準備段階で楽器が運ばれると「もう見え
てるよ」「楽器が見えてる！」「あ！タンバリンとかあ
るもん」と口ぐちに声を出し始めた。また、絵本の
紹介をすると「あーわかる！」と子どもたちの馴染
みのある絵本であったためざわついた。学生たちも、
「見たことある楽器もあるね」と声をかけながら楽
器をちらつかせ、ロリポップドラムを見せると「何あれ！」
と興味を持ってみていた。
―「音の絵本」時
表紙の表題を読み始めたと同時に、ピアノ伴奏
で“どろぼうテーマ”が流れると、集中して絵本に
注目し始める。どろぼうたちの道具の紹介時では、
楽器に顔を向ける子もいた。その後、図2-5で道
具の紹介とともにそれぞれの楽器が出てくるところ
図3-1　Aグル プー実践発表の様子
※登場人物が水の中でもがく場面で、鍵盤リコーダー
の和音が鳴り、楽器に興味を寄せる。
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では、楽器が鳴るのを待つようにして、楽器の方
へ顔を向ける様子が見られた。中盤でメロディ（図
2-6）が流れると、音楽に合わせて指を動かす子ど
もや、子どもを抱っこしながら身体を揺らす保護者
もみられた。
4）アンケー ト調査
（1）アンケ トー調査の概要
各グル プーの発表を含むおはレスの全プログラ
ムの終了時に保護者向けのアンケ トーを配布して、
その場で回収をした。アンケ トーでは、まず基本
事項として性別、年代、住まい、子どもの年齢や性
別、おはなしレストランライブラリー の利用頻度を
尋ねた。また、「音の絵本」に関する質問5項目を
設定し回答を求めた。
子どもたちにはシールボ ドーアンケ トー（図3-2）
を用意して、好きな枚数を貼ってもらうよう促した。
（2）アンケ トー調査の結果
―基本属性―
アンケ トー対象者は大人31名（2日間の参加者
数合計）のうち回答者は26名（回収率83.9％）で、
性別は、男性が5名、女性が21名、年齢層は30
代から40代であった。また、子どもの年齢は以下
の図4-1に示したように0歳から9歳まで幅広く、2
歳から6歳までの年齢が多かった。

0
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0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳 7歳 8歳 9歳
（人） 
図4-1　おはレスに参加した子どもの年齢
　　　　　　　　　　　　　　（N=42）
また、居住地は全員が松江市内であり、以下
の図4-2に示したように、おはなしレストランライブ
ラリー の利用頻度も月に1回程度が19.2％、月に2
回程度が50％、月に3回程度が15.4％と、毎月利
用をしている親子が全体の約8割を占めている。
月 3 回
15.4%
月 2 回
50.0%
その他
3.8%
月 1 回
19.2%
初めて
11.5%
図4-2　おはなしレストランライブラリー の利用頻度
―「音の絵本」に関連する項目のまとめ―
今回実践した「音の絵本」について、アンケー
ト回答者全員が「楽しかった」と答えた。さらに、
またこういった機会に参加したいかについても、「ぜ
ひ参加したい」と全員が答えた。その理由として、
図3-2　各グル プーのシ ルーボ ドーアンケ トー
（上）Aグル プー時　（下）Bグル プー時
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「子どもの目が違うし私も楽しかったから」「子ども
がとても興味を持って夢中になっていたから」「読
むだけとはまた違った感じで本が楽しめるから」「声
だけで聞く絵本も良いですが、音が入ると臨場感
があった楽しかったです」といった記述がみられ、
子どもが楽しんだり興味関心を持っている姿を保
護者自身が実感し、それを共有できたことへのう
れしさが伺える。また、絵本に音が加わることの臨
場感や物語の味わい深さなども、今回の実践によっ
て認められたといえる。
―自由記述―
　アンケ トー調査で回答のあった自由記述の
抜粋を以下に示す。
・いろんな音が出る楽しみを子供たちにたくさん
聞いて欲しい。
・はじめてだったので楽しかったです。通ってい
る保育園でも楽しめる機会があるとうれしいです。
・あきらかにいつもより子供が絵本に集中していた。
毎回でもやって欲しい位です。
・子供の知っている楽器があり、子供も楽しめた
ようだ。身近なもので作った楽器でお話してもら
うと家でも同じように楽しめるかなと思った。楽
しい時間をありがとうございました。
・音がもう少し「思いきった音」の方がインパクト
があってよいのではと思いました。
・本と音の両方がバランス良く表現されていてストー
リー の中に動きがある感じがして大変面白かっ
たです。
自由記述においては、子どもの音への興味関
心に期待する気持ちだけではなく、保護者自身が
音の絵本の楽しさや面白さに触れたことの実感も
多くみられた。また、音があることによって、絵本の
魅力も高まり、物語の流れもより意識されている意
見もあった。
―シ ルーボー ドアンケ トーの様子
子どもたちは学生からシ ルーを受け取ると嬉しそ
うにボ ドーに貼る姿が見られた。好きな色を並べ
て貼る子どもや、書いてある五線に音符のようにし
て並べる子どももいた（図4-3、4-4）。

図4-3　シ ルーボ ドーアンケ トーにシ ルーを貼る様子
　　　　  （Bグル プー）

図4-4　シ ルーボ ドーアンケ トーにシ ルーを貼る様子
　　　　  （Bグル プー）
4 まとめ
1）「音の絵本」の有効性
子どもたちの姿や保護者からのアンケー ト結果より、
「音の絵本」が絵本をより面白くし、音への興味
関心を高めるものとして有効な手段であることが
示唆できた。
子どもたちは「音の絵本」の準備段階の時点
で、用意されている楽器を覗いたり、知っている楽
器の名前をあげ、絵本の読み聞かせ時とは違う
雰囲気を感じ取り、作品への期待も高まったといえ
る。TVやCDといったスピー カから流れる音楽で
はなく、生の楽器が物語の進行と共に奏でられる
ことで、音の鳴らし方、楽器と音の一致など視覚
的にも、音への意識が強まったのではないだろうか。
冒頭時や、特徴的な音の時には、顔を向けたり声
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を出すこともあったが、物語を遮り集中できていな
いわけではなく、注意深く音を聴いている、見つめ
ている姿であった。
保護者の姿としては、アンケ トー時にみられた子
どもの楽しむ、あるいは音への興味関心を寄せる
姿について喜びを感じている視点が特徴的であっ
た。これは、「音の絵本」から発せられる音への
感受や絵本を一緒に楽しむ気持が、「音の絵本」
を介して共有できていることが重要であるといえる。
子どもが楽しんだり面白さを感じることも必要だが、
それを保護者自身も感じ共感することで、子どもも
より一層、その出来事に対して興味関心を持って
深めることができる。こうした親子のコミュニケー ショ
ンを「音の絵本」通して行っていたといえる。
以上のように、「音の絵本」は、音への興味関
心を高めるだけではなく、絵本の面白さや味わい
深さにも触れることができたといえる。また、親子で
体感することによりコミュニケーションの一助になっ
たのではないだろうか。
2）課題及び今後の発展として
今回実践発表をした「音の絵本」が好感を持
てた要因として、題材の選別と音（音楽）バランス
の探求があげられる。学生も題材については時間
をかけ、音のイメー ジをして決定にいたったが、一
般的な読み聞かせとは違い、音楽的な場面展開
ができる、あるいは音をつけることによってより効果
が生まれる題材を選択する必要性がある。これら
は、多種多様な絵本や物語に触れることによって
成り立ち、題材研究を深めて音楽に着手すること
の重要性がいえる。また、物語を邪魔せず音楽
や音がバランスよく、より効果的に聞こえるにはど
のようにすべきか、何度も読み聞かせとの練習を
積み重ねていかなければならない。これは、音楽
の中でも演奏技能ではなく創作力に比重が置か
れ、保育を目指す学生が、在学中、中心的に学
ぶピアノ技能とは異なる。そのため、今回の学生た
ちは絵本の場面から「コミカルにしたい」「かっこよ
くしたい」「朝っぽくしたい」などの言葉のイメー ジ
があっても、それをどのように音楽として創作してい
けばいいのか苦闘している姿があった。また、動
作の効果音に偏らないよう、BGMになりすぎない
よう音の入れる箇所やタイミングも丁寧に考えなけ
ればならず、創作活動の難しさが伺えた。
地域実践では、「おはレス」が絵本図書館とし
て広く活用され定着されていることや、それらが地
域の子育て支援の一助となっていることも、今回
の実践発表の重要な側面である。保育学科の学
生にとって、実際に子どもや保護者と接し、自分た
ちの学習を活かすことのできる体験は、何にも代
えがたいものであり、実感することでその必要性や
学びを得ることができる。特に、音楽という目に見
えない表現をいかに、子どもたちの関心を寄せ展
開をしていくのかを学ぶためには、子どもの反応
がイメー ジできていなくてはいけない。そういった
生の声や動きを感じながら、自身が音楽を展開し
ていくことの大切さを科目担当教員としても考える
ことができた。
今回は「音の絵本」の地域実践発表に焦点を
おいてまとめたが、教材研究として、学生自身がこ
の実践発表を踏まえてどのように振り返ったのかと
いった分析や、実践発表での子どもの様子の変
化や保護者向けのアンケー ト調査の分析を深める
ことにより、音への興味関心を育む教材として「音
の絵本」の有効性がさらに示唆できるといえる。ま
た、地域実践を繰り返すことによって、「おはレス」
のような地域に密着した子育て支援活動として広
く根付いていければと願う。
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